











氏名・(本籍) 金 成 I艮
学位の種類 工 子A主Z二弘 博 士
学位記番号 第 6 5 0 5 τ= ゴ
学位授与の日付 昭和 59 年 5 月 1 日
学位授与の要件 工学研究科建築工学専攻






















ける合成梁架構の弾性応力・変形解析の略算法として，従来の D値法に第 2 章に示した合成梁の弾性剛
? ???つリ
性行列に基づく等価剛比を用いる方法を提示している。












(4) 合成梁の逆 S 字型の履歴特性が，一般化塑性ヒンジ理論に基づく弾塑性増分剛性行列を用いて容易
に表現できることを示している。
(5) 梁の合成効果を考慮して設計された架構の繰返し力下での変形応答は，純鉄骨梁架構にくらべて増
大する傾向を持つこと，梁の合成効果を無視して設計された架構では，純鉄骨梁架構より耐力が上昇
するため一般に変形応答は小さいが 柱の塑性化の進展によって下層部の変形応答は逆に大きくなる
場合があること，などを解析的に明らかにしている。
以上のように本論文は，合成梁と合成梁架構の弾塑性力学性状を実験的・解析的に追究して合成効果
を明らかにし，この種の建築物の耐震設計法の確立に極めて有用な知見を提供したもので，建築工学に
貢献するところ多大である。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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